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社会福祉協議会重点目標　安心して暮らせる地域づくり

かざぐるま 第 81号令和７年４月 （2）

令和７年度令和７年度　城里町社会福祉協議会予算　城里町社会福祉協議会予算
歳入の部歳入の部 歳出の部歳出の部
収入　3億4,064万1千円 支出　3億4,064万1千円

令和７年度　社会福祉法人城里町社会福祉協議会事業計画
１．善意銀行の運営
　（１）寝たきりの高齢者への紙オムツ配付（民生委員の協力を得て実施。要申請）
　（２）訪問理美容サービス事業の実施（理美容所との委託契約により実施。要申請）
　（３）独居老人（70歳以上）へのふれあい訪問事業を実施（ボランティアの協力を得て実施。要申請）
　（４）身体障害者補助犬飼育管理費助成事業（１件30,000円）
　（５）自主防災組織への助成（30,000円×10組織）
　（６）生活困窮者世帯支援事業（生活困窮世帯に必要な物品等を給付）
２．心配ごと相談所の開設運営（弁護士が対応。年間24回開所。）
３．福祉推進事業の展開
　（１）子どもヘルパー派遣事業（常北・桂・七会地区で実施）
　（２）子育て援助活動支援事業（ファミリーサポートセンター事業）（幼児、児童の一時預かり事業）
　（３）シルバー人材センターの運営を実施（臨時的かつ短期的なもの又はその他の軽易な仕事を受注）
　（４）配食サービス事業（ボランティアの協力を得て、在宅で支援の必要な高齢者の方へのお弁当配付）
　（５）介護予防事業（ボランティアの協力を得てふれあいサロンを開催。自主サロン（40サロン）拡充へ支援を実施）
　（６）地域活動支援センターの受託運営（通所による障がい者等へ作業訓練及び生活訓練を指導・支援）
　（７）日中一時支援事業の受託運営（特別支援学校等下校後の児童生徒等を対象として生活訓練を指導・支援）
　（８）小口貸付事業（短期の少額貸付を実施）
　（９）団体の育成・支援（高年者クラブ連合会、身体障害者福祉協会、心身障害児（者）父母の会、母子寡婦福祉会、遺族会）
４．共同募金助成事業
　（１）広報紙の発行（ボランティアの協力を得て発行）（アドレス　https://www.shirosato-syakyo.com）
　（２）育児用品助成事業（赤ちゃんが生まれた家庭に、育児用品の購入助成。要申請）
　（３）社会福祉大会の開催
　（４）火災見舞金の支給（居宅の火災に対しての見舞金）
　（５）生活困窮者フードサポート事業（生活困窮者に対して食料の支援）
　（６）地域福祉活動助成事業（地域福祉活動を行う個人、団体等への支援）
５．生活福祉資金貸付事業（資金の貸付と相談援助を実施）
６．介護保険事業・介護予防・日常生活支援総合事業
　（１）訪問・通所介護事業の実施
　（２）介護予防・生活支援サービス事業（介護予防訪問・通所介護事業実施）
７．障害者総合支援事業（居宅介護・相談支援事業の実施）
８．介護保険居宅介護支援事業（ケアプランの作成）
９．地域ケアシステム事業の推進（在宅ケアチームの組織化、「引きこもり者の居場所づくり」の実施）
10．ボランティア組織の育成強化
　（１）ボランティア活動・普及協力校の活動促進並びにボランティア連絡協議会育成強化・連絡調整
11．地域福祉の推進
　（１）住民参加型福祉活動の啓発・啓蒙
　　　①在宅福祉サービス（家事援助、買物代行、通院介助等）
　　　②福祉有償移送サービス（愛称：ほろるん）（城里町・近隣市町村等の病院等への送迎）
　　　③交通空白地有償運送事業（愛称：のってく）（75歳以上の運転免許証を持たない方へ特定の病院への送迎）
　（２）日常生活自立支援事業（福祉サービスの利用手続きや金銭管理をサポート　要契約）
　（３）ふれあいタクシー事業【デマンド交通システム事業】（要予約により、相乗りでの運行）
　（４）福祉バスの運行（高年者クラブ事業及び社協事業への活用。要予約）
　（５）日常生活用具貸与事業（車イスの貸し出し。無料）（短期間）
　（６）生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーターの育成及び協議体の設置）
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社会福祉協議会重点目標　人がつながる地域づくり

かざぐるま 第 81号（3） 令和７年４月

　

常
北
中
学
校
３
年
、
前
期

生
徒
会
長
の
柳
橋
琉り

ゅ
う
の
す
け

之
亮
君

と
後
期
生
徒
会
長
の
石
井
仁ま
さ

人と

君
が
寄
付
を
届
け
て
く
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
、
昨
年
10
月

に
行
な
わ
れ
た
ホ
ロ
ル
の
た

ま
ご
～
し
ろ
さ
と
町
民
ま
つ

り
～
に
お
い
て
、
お
に
ぎ
り

と
豚
汁
の
販
売
を
し
、
そ
の

売
り
上
げ
の
一
部
に
な
り
ま

す
。前
後
期
会
長
を
中
心
に
、

約
17
名
の
生
徒
が
協
力
し
、

お
に
ぎ
り
や
豚
汁
を
作
り
、

販
売
の
お
手
伝
い
を
し
ま
し

た
。

　

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

おお住住いのいの地域地域のの消火栓消火栓のの場所場所って？って？使い方使い方は？は？

火災火災がが起起きたときのきたときの 3STEP3STEPをを心得心得るべし！るべし！

消火栓の確認消火栓の確認 消火活動の体験消火活動の体験

那珂西3区
梅の杜

もり

自治会が主体となり、火災が起きた際の消化栓設備の場所、使い方を、
消防団の方の協力を得ながら学びました。消防車が、交通事情や災害の関係
で到着が遅れる場合、設置場所や使い方を覚えておくことは大切です。

STEP１
119番通報しよう
　大声で叫び、隣近所に知らせる。小
さな火元でも119番通報は必須。

STEP２
初期消火を行おう
　火が天井に達する前の出火直後で
あれば、自ら行う初期消火も有効。

STEP３
避難しよう
　危険だと感じたらすぐ避難。余裕が
あれば窓やドアを閉めて空気を断つ。

まずはまずは初期消火初期消火 !!
　消火器がない場合、火元の種類によって消火方法が違います。

さまざまな火元の消火方法
てんぷら油・石油ストーブ 電気機器
酸素を遮断
ぬらしたシーツやバスタオルなど、面積の広い布を手
前からかぶせて酸素を遮断。
※水をかけると炎が爆発的に拡大するので絶対にやってはい
けません。
※石油ストーブは火が消えた後も天板の余熱で再発火する可
能性があります。

プラグを抜く
プラグをコンセントから抜き、できればブレーカーも
切ったうえで水をかけて消火。
※プラグがささったまま水をかけ、その水たまりが足元まで
及ぶと感電する恐れがあります。

カーテン・ふすま・障子 衣服
水をかけるか踏む
まずは水をかける。周囲に水がない場合はカー
テンなら引きちぎり、ふすまや障子なら蹴って
倒し、足で踏んで消火。
※天井に火が燃え移るまでが初期消火の限界なので、
迅速に行動してください。

転がって水をかける
転げまわって火を消す。その後、水をかけるか
浴槽の中に飛び込む。
※起き上がっていると火が立ちのぼり息ができなく
なるので、必ず寝転がってください。
※髪の毛に火がついたら、手で払うか化繊以外のタ
オルを頭からかぶりましょう。

　（関電SOSホームセキュリティホームページより転記）

み
ん
な
の
善
意

み
ん
な
の
善
意

あ
り
が
と
う

前期生徒会長柳橋君（右）と後期生徒会長石井君（中央）



社会福祉協議会重点目標　魅力あふれる地域づくり

　

飯
田
さ
ん
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
協
力
会

員
・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
音
楽
療
法
活
動
・
救
急
救

命
普
及
員
等
の
様
々
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
現
在
小
学

２
年
生
と
保
育
園
の
お
子
さ
ん

の
２
名
を
飯
田
さ
ん
の
自
宅
で

サ
ポ
ー
ト
し
、
安
全
に
過
ご
せ

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
部

屋
に
は
、
子
供
た
ち
が
遊
ぶ
、

ぬ
い
ぐ
る
み
等
の
玩
具
が
き
れ

い
に
整
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
月
に
１
回
音
楽
療
法
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ト
ロ
が

始
ま
る
と
直
ぐ
に
反
応
し
、
リ

ズ
ム
を
取
り
、
踊
り
だ
す
方
も

い
る
そ
う
で
す
。
音
楽
療
法
に

は
、
音
楽
の
特
性
を
利
用
し
て

体
に
快
い
刺
激
を
与
え
、
情
緒

の
回
復
や
安
定
を
は
か
り
、
運

動
感
覚
等
の
改
善
を
促
し
好
ま

し
い
変
化
を
与
え
る
狙
い
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
の
救
急
救
命
普

及
員
の
活
動
と
し
て
は
、
大
き

な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
が
必
要
な
場
合
や
救
急
の

場
合
に
備
え
待
機
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
各
地
で
行
わ
れ
る

救
急
救
命
講
習
会
の
講
師
と
し

て
、
救
急
救
命
普
及
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

飯
田
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
参
加
へ
の
き
っ
か
け
は
、

身
内
が
高
速
道
路
で
自
損
事
故

を
起
こ
し
た
こ
と
で
す
。
前
後

の
車
の
運
転
手
が
、
救
急
車
と

パ
ト
カ
ー
が
来
る
ま
で
、
事
故

を
起
こ
し
た
本
人
を
車
か
ら
救

出
し
、
走
行
し
て
い
る
車
の
誘

導
も
し
て
く
れ
た
こ
と
に
、
和

子
さ
ん
は
心
か
ら
感
謝
し
た
そ

う
で
す
。
そ
の
時
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
、
何
か
人
の
為
に
役

立
つ
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
た

そ
う
で
す
。

　

趣
味
は
、
お
菓
子
作
り
や
料

理
を
す
る
こ
と
で
す
。
美
味
し

い
プ
リ
ン
や
パ
ン
、
ピ
ザ
な
ど

を
作
り
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

笑顔の素敵な飯田さん

　

だ
ん
だ
ん
と
初
夏
に
向
か
っ

て
季
節
が
進
む
中
、
つ
く
し
作

業
所
の
活
動
も
屋
内
で
の
作
業

か
ら
、
屋
外
へ
と
活
発
に
活
動

し
始
め
ま
し
た
。

　

寒
い
時
期
は
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
で
使
用
す
る
掛
け
紙
づ
く

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
袋
詰
め

な
ど
の
作
業
、
体
力
づ
く
り
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
も
恒
例
の
外
出
研
修
の
時
期

と
な
り
、
２
月
17
日
（
月
）
に

千
葉
県
の
成
田
空
港
と
成
田
ゆ

め
牧
場
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

成
田
空
港
の
第
一
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
は
、
広
々
と
し
た
フ
ロ
ア

の
中
、
行
き
交
う
大
勢
の
外
国

人
旅
行
者
を
目
に
し
、
賑
わ
う

空
港
の
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、展
望
デ
ッ
キ
で
は
、

離
着
陸
す
る
飛
行
機
の
轟
音
や

実
物
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、

仲
間
達
は
皆
、
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
時
間
を
忘
れ
て
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

　

午
後
は
成
田
ゆ
め
牧
場
へ
向

か
い
、
ヤ
ギ
、
羊
、
馬
、
牛
な

ど
多
く
の
動
物
た
ち
と
触
れ
、

芝
滑
り
で
た
く
さ
ん
体
を
動
か

し
ま
し
た
。
ま
た
、
絞
り
た
て

の
新
鮮
な
牛
乳
も
味
わ
い
ま
し

た
。

　

今
年
の
外
出
研
修
も
天
気
に

恵
ま
れ
、
さ
わ
や
か
な
晴
天
の

下
、
良
い
気
分
転
換
と
貴
重
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
一

つ
ひ
と
つ
大
切
に
し
、
仲
間
達

と
楽
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

四
季

つ
く
し

つ
く
し
四
季

の

74

ヤギにエサやり

石
塚
地
区
　
飯
田
　
和
子
さ
ん

き
ら
っ
と
生
き
る

き
ら
っ
と
生
き
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
生
き
る

つくし作業所での音楽療法の様子

かざぐるま 第 81号令和７年４月 （4）

大きな牛の前でハイポーズ



社会福祉協議会重点目標　　安心して暮らせる地域づくり

かざぐるま 第 81号（5） 令和７年４月

　２月 21日（金）、城里町常北保健福祉センター研修室にて、ひきこもり当事者の居場所「この指
とまれ」の研修会が『自分や自分の家族が亡くなった後の不安を安心に変える』をテーマに会員を含
め 10名で行われました。
　難しいテーマですが、大なり小なり誰でも一度は考えたことがあるのではないでしょうか。自分の
親が亡くなった時に、分からない手続きがたくさんあり大変だった事、後片付けや家じまい（故人が
生前に住んでいた家を整理して、処分や売却をすること）に数か月かかった事、片付け時に故人のへ
そくりが出てきた事等、たくさんの体験談が出てきました。実際今、自分が死んだら残された家族は
どうだろうかと考えると不安でしかありません。
　この不安を解消するために、信託生命保険について学びました。
また、エンディングノートに書き留めておく方法、専門の方に依
頼をしておく方法等があるそうです。時間にして１時間ちょっと
の研修会でしたが、中身の濃い内容となりました。
　最後に『今年の目標を漢字一文字で』というお題が出され、漢
字に込めた思いはそれぞれでしたが「健」「続」「歩」「活」の漢字
が出、とても和やかな研修会でした。

直接的な契約関係となります

フリーランス新法が適用されます
消費税負担が発注者に移ります

会　員

シルバー人材センター

発注者

センターを通じて業務委託業務の委託フ
リーランス新
法の遵守
委託料の支払
い　など

利用契約書の
締結

業務の仲介・就業
条件の明示・委託
料の代理請求など

会員業務就
業規約など

業務の実施就
業条件の遵守
委託料の受取
りなど

家庭、企業、官公庁など

城里町シルバー人材センターからのお知らせ城里町シルバー人材センターからのお知らせ

　昨年 10 月の最低賃金の改正により、値上げを予定しておりましたが、令和７年３月
まで据え置いてまいりました。令和 7年４月１日就業分より利用料が５％程度値上がり
いたしましたので、お客様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご理解いただきますよう
お願いいたします。

（1）利用料の値上げをしました

（2）フリーランス新法施行に伴い、新しい契約方法に移行いたします
　令和６年 11 月よりフリーランス新法が施行されました。シルバー人材センターの会
員はこのフリーランスに該当するため、厚生労働省よりシルバー人材センターの契約方
法を見直すよう指針が示されております。新しい契約方法への移行を順次進めることに
なりますので、お客様のご理解ご協力をお願い申し上げます。

研修会の様子

このゆびとまれ研修会「不安を安心に」このゆびとまれ研修会「不安を安心に」
ひきこもり当事者の居場所ひきこもり当事者の居場所 「このゆびとまれ」「このゆびとまれ」
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明
治
以
降
錫
高
野
の
錫
鉱
採

掘
は
、
主
と
し
て
桂
川
底
の
岩

錫
を
集
め
て
い
ま
し
た
。
当
時

は
錫
を
製
錬
す
る
際
に
出
る「
烏

金
」
と
呼
ば
れ
る
黒
く
て
硬
い

物
が
有
害
物
と
さ
れ
、
放
棄
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
烏
金
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

タ
ン
グ
ス
テ
ン
の
原
鉱
（
重
石
）

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
重
石
の
露
頭
が
高
取
山

の
ふ
も
と
で
発
見
さ
れ
、
採
鉱

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
重
石
鉱

山
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
明

治
44
年
「
高
取
鉱
山
」
と
し
て

本
格
的
に
操
業
を
し
ま
し
た
が
、

昭
和
６
年
に
閉
山
し
ま
し
た
。

し
ろ
さ
と
�

高
取
鉱
山

試掘した鉄道跡（写真：入野博行さん提供）

しろさとスマイルタクシーしろさとスマイルタクシー
「のってく」「のってく」を活用してくださいを活用してください

　スマイルタクシー「のってく」は、75 歳以上の運転免許がない方、75 歳以上で運転免許返納
者の方が利用できます。（利用するには、事前登録、事前予約が必要です）送迎できる医療機関、
利用できる日時等は下記を参照してください。ご利用お待ちしております。
送迎できる医療機関
　水戸市：水戸赤十字病院　水戸済生会総合病院　水戸協同病院
　　　　　誠潤会水戸病院
　笠間市：茨城県立中央病院
　茨城町：水戸医療センター
　常陸大宮市：常陸大宮済生会病院　志村大宮病院
ご利用できる日時
　月曜から金曜日の午前９時から午後５時まで
　（土日、祝日、12月28日～１月３日は除く）
○利用日の１か月前から１週間前までに、社会福祉協議会（029-288-7013）まで
　お電話でお申し込みください。
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手
話
を
学
ぶ
44

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
楽
し
く
手

話
を
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
手
話
の
問
題
を
出

し
ま
す
。
実
際
に
手
を
動
か
し

て
み
て
考
え
て
く
だ
さ
い
。
手

話
は
目
で
見
る
言
葉
、
手
の
形

・
位
置
・
動
き
等
で
表
現
し
、

伝
え
あ
い
ま
す
。

　

い
か
が
で
す
か
。
単
語
と
単

語
を
つ
な
げ
る
と
文
章
に
な
り

ま
す
。
手
話
は
助
詞
を
表
現
し

ま
せ
ん
が
、
手
話
を
使
う
時
、

口
を
一
緒
に
動
か
し
助
詞
を
表

現
し
ま
す
。
ろ
う
学
校
な
ど
で

は
、
指
文
字
を
使
っ
て
助
詞
を

表
現
す
る
時
も
あ
り
ま
す
。
口

を
一
緒
に
動
か
し
て
も
助
詞
を

読
み
取
れ
な
い
時
は
、
指
文
字

で
表
現
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

答
え
は
文
章
に
な
り
ま
す
。

み
ん
な
が
こ
ん
な
考
え
を
持
っ

て
く
れ
れ
ば
、
良
い
一
年
に
な

り
ま
す
ね
。

　
両
手
の
指
先
を
近
づ
け
、
交
互
に
前

後
さ
せ
な
が
ら
、
指
先
を
触
れ
あ
わ
せ

ま
す
。

　
指
先
を
立
て
た
右
手
を
軽
く
前
に
出

し
ま
す
。

（
ヒ
ン
ト
）

　
両
手
の
人
差
し
指
を
の
ば
し
、
指
先
を
２

　

３
回
ぶ
つ
け
ま
す
。
こ
の
手
話
は「
け

　
ん
か
」と
い
う
手
話
で
す
。

　
両
手
の
親
指
と
人
差
し
指
を
伸
ば
し

て
合
わ
せ
左
右
に
離
し
ま
す
。
こ
の
手

話
の
あ
と
に
、
両
手
を
組
み
合
わ
せ
て

水
平
に
回
し
ま
す
。

（
ヒ
ン
ト
）

　
２
番
目
の
手
話
は「
仲
間
」「
仲
良
し
」と
い

　
う
手
話
で
す
。

（
ヒ
ン
ト
）

　
ち
が
う
表
現
で
す
が
、
両
手
の
人
差
し
指

　
で「×

」を
作

た
り
、
両
手
で「×

」を
作

　

た
り
し
ま
す
。

　
右
手
の
人
差
し
指
を
伸
ば
し
、
左
胸

の
あ
た
り
に
あ
て
、
前
に
出
し
ま
す
。

※

答
え
は
８
ペ

ジ
に
あ
り
ま
す
。

（
ヒ
ン
ト
）

　
右
手
の
人
差
し
指
は
数
字
を
表
し
て
い
ま

　
す
。

手
話
を
学
ぶ
44

（
す
ぐ
に
使
え
る
手
話
辞
典
6000
よ
り
引
用
）

（
文
章
：
桂
村
史
参
照
）

（10月からは料金改定により１時
間当たり1,500円となります。）
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春
に
な
っ
て
陽
だ
ま
り
の
中
に

身
を
委
ね
、
何
も
せ
ず
ち
ょっ
と

一
休
み
。
草
花
の
芽
吹
き
に
気
づ

い
た
な
ら
、
一つ
素
敵
な
景
色
を

見
つ
け
ま
し
た
ね
。

手
話
を
学
ぶ
�

手
話
を
学
ぶ
�
「
あ
」か
ら
始
ま
る
単
語

「
赤
字
」（
赤
）+

（
線
を
引
く
）

「
明
か
り
」

頭
の
上
で
指
先
を
閉
じ
た
右
手
を

パ
ッ
と
開
く

「
上
が
る
」

右
手
の
手
の
ひ
ら
を
下
向
き
に
し

て
斜
め
上
に
上
げ
て
い
く

「
赤
」

右
手
の
人
差
し
指
を
伸
ば
し
て
唇

に
あ
て
右
に
引
く

「
赤
ち
ゃ
ん
」

両
手
の
手
の
ひ
ら
を
前
に
向
け
軽

く
振
る

「
明
る
い
」

顔
の
前
で
両
手
の
手
の
ひ
ら
を
前
に

向
け
て
交
差
さ
せ
、
左
右
に
開
く

「
秋
」

前
方
か
ら
顔
に
風
を
送
る
よ
う
な
感

じ
で
両
手
を
数
回
手
前
に
動
か
す

くちびるの色

（赤）を表す
手話の後に
続ける

（線を引く）
人差し指を伸
ばして左の手
のひらにのせ
右に引くほかの表現

明
か
り
が
消
え
る

下
が
る

暗
い春

受
賞

　

令
和
７
年
２
月
20
日
（
木
）

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館

に
お
い
て
、
県
内
各
市
町
村
か

ら
福
祉
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
々
の
表
彰
式
が
と
り

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
城
里
町

の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。

 

茨
城
県
知
事
表
彰
受
賞
者
　
　

社
会
福
祉
団
体
関
係
者

　

阿
久
津　

勝　

紀

社
会
福
祉
援
護
功
労
者

　

小　

山　

ま
り
子

　

田　

上　
　
　

勤

　

仲　

村　

昭　

信

 

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
　  

 

表
彰
受
賞
者
　

社
協
・
施
設
・
団
体
の
役
員

　

卜　

部　

吉　

雄

社
協
・
施
設
・
団
体
の
職
員

　

山　

縣　

清　

美

　

佐　

竹　

洋　

子

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

心配ごと相談日程表

・開設時間：午前 10 時から正午まで
・開設場所：コミュニティセンター城里１階「サークル室」
・開  設  日：毎月２回

月 日 月 日
４月 ８ 日（火）・22日（火） 10月 ７ 日（火）・21日（火）
５月 13日（火）・27日（火） 11月 ４ 日（火）・18日（火）
６月 10日（火）・24日（火） 12月 ２ 日（火）・16日（火）
７月 ８ 日（火）・22日（火） １月 13日（火）・27日（火）
８月 ５ 日（火）・19日（火） ２月 10日（火）・24日（火）
９月 ２ 日（火）・16日（火） ３月 10日（火）・24日（火）

問合せ先 /城里町社会福祉協議会
  029（288）7013

　相談日には毎回弁護士が来所し、家庭内等の心配ごとでお悩みの方に、無料で
問題解決に向けた法律相談を実施いたします。
　相談内容は、秘密厳守となっておりますので、お気軽にご相談ください。
　なお、相談件数が多い場合には、当日の相談が受けられない場合があります。
事前にご予約のうえ、ご相談内容をお知らせください。
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待
っ
て
い
た
よ
“
春
”
私
達

だ
け
で
な
く
、
野
も
山
も
そ
し

て
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
達
も
、
こ

の
季
節
を
待
っ
て
い
た
。
ほ
わ

っ
と
し
た
、
何
と
も
言
え
ぬ
暖

か
な
空
気
が
辺
り
を
包
む
な
か

で
、
何
か
口
ず
さ
み
た
く
な
る
、

鳴
い
て
み
た
く
な
る
、
風
に
な

び
い
て
み
た
く
な
る
、
そ
ん
な

爽
快
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

る
何
か
を
あ
な
た
は
運
ん
で
く

れ
る
。

広
木
　
茂し

げ

樹じ
ゅ

さ
ん 

97
歳
粟

�

遠
井
　
則
子
さ
ん 

89
歳

石塚

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」
満
面

の
笑
み
を
浮
か
べ
て
出
迎
え
て

く
れ
た
則
子
さ
ん
、「
ま
る
い
食

堂
」
の
主
で
す
。
石
塚
の
駅
前

　

昭
和
3
年
生
ま
れ
の
広
木
さ

ん
は
、
小
学
校
・
中
学
校
、
理

3
時
に
起
き
、
2
社
の
新
聞
を

必
ず
読
ん
で
い
ま
す
。
漢
字
、

カ
タ
カ
ナ
、
英
単
語
で
理
解
出

来
な
い
も
の
は
辞
書
で
調
べ
、

そ
れ
を
「
あ
い
う
え
お
」
順
に

ノ
ー
ト
に
記
録
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
辞
書
は
不
要
に
な
り
ま

し
た
。
最
初
に
目
を
通
す
の
は

政
治
関
連
で
、
特
に
ト
ラ
ン
プ

大
統
領
の
記
事
、
次
に
国
内
政

治
に
つ
い
て
読
む
の
が
楽
し
み

で
す
。

　

広
木
さ
ん
は
桂
中
学
校
な
ど

に
数
多
く
の
本
を
寄
贈
し
、
更

に
「
那
珂
川
の
辺ほ

と

り
」
と
題
す

る
本
も
出
版
し
て
い
ま
す
。

通
り
に
店
を
構
え
て
約
50
年
、

ラ
ー
メ
ン
や
焼
き
そ
ば
、
生
姜

焼
き
な
ど
20
品
目
以
上
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
ご
主
人
を
20
年

ほ
ど
前
に
亡
く
し
、
以
来
、
息

子
さ
ん
と
嫁
の
昭
子
さ
ん
、
そ

の
妹
の
和
子
さ
ん
と
４
人
で
店

を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
５
年

前
に
は
息
子
さ
ん
も
亡
く
し
ま

し
た
。
深
い
悲
し
み
の
中
、
則

子
さ
ん
は
昭
子
さ
ん
、
和
子
さ

ん
と
昼
食
を
メ
イ
ン
に
店
を
再

開
、
そ
れ
ぞ
れ
の
孫
娘
も
交
代

で
手
伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

店
の
屋
根
は
、
薄
い
グ
リ
ー

ン
で
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
で
す
。

11
時
半
頃
「
ま
る
い
食
堂
」
の

暖
簾
、「
営
業
中
」
と
書
か
れ

た
の
ぼ
り
旗
が
掲
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
で
も
開
店
前
か
ら
来

る
お
客
様
も
い
ま
す
。

　

今
で
も
則
子
さ
ん
は
厨
房
に

立
ち
、
麺
を
茹
で
て
い
ま
す
。

元
気
の
秘
訣
を
伺
う
と
、
梅
干

し
は
毎
日
欠
か
し
ま
せ
ん
が
、

店
の
戸
を
開
け
る
や
「
元
気
で

や
っ
と
る
か
⁉
」
と
声
を
か
け

て
く
だ
さ
る
お
客
様
の
お
陰
で
、

身
体
も
健
康
、
目
も
耳
も
よ
く
、

肌
も
つ
や
つ
や
、
年
を
取
る
の

を
忘
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

科
の
教
師
一
筋
で
38
年
間
従
事

さ
れ
ま
し
た
。　

　

定
年
後
は
、
趣
味
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
に
熱
中
し
夢
中
で
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
、

急
に
身
体
が
動
か
な
く
な
り
止

め
ま
し
た
。
体
調
不
良
に
よ
り

無
理
な
運
動
が
出
来
な
く
な
っ

た
の
で
す
。

　

朝
食
は
卵
を
レ
ン
ジ
で
温

め
、
透
明
な
部
分
が
白
く
な
っ

た
所
で
食
べ
る
の
が
大
好
き

で
、
こ
れ
を
欠
か
さ
ず
食
べ
て

い
ま
す
。　

　

現
在
は
夜
8
時
に
寝
て
朝
は

善
人
ば
か
り
の
家
庭
に
は

争
い
が

　

法
話
の
会
が
あ
り
参
加
し
ま

し
た
。
住
職
は
黒
板
に
、
「
善
「
善

人
ば
か
り
の
家
庭
に
は
争
い
が

人
ば
か
り
の
家
庭
に
は
争
い
が

絶
え
な
い
。
悪
人
ば
か
り
の
家

絶
え
な
い
。
悪
人
ば
か
り
の
家

庭
に
は
笑
い
が
絶
え
な
い
」

庭
に
は
笑
い
が
絶
え
な
い
」
と

書
き
説
法
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

善
人
と
は
自
分
は
正
し
く
悪

い
の
は
回
り
の
人
だ
と
、
自
分

の
正
当
性
ば
か
り
を
主
張
す
る

人
の
こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
悪

人
と
は
、
自
分
が
悪
か
っ
た
と

自
分
の
至
ら
な
か
っ
た
点
を
認

め
心
を
開
い
て
回
り
の
人
と
向

き
合
え
る
人
の
こ
と
で
し
た
。

　

全
て
の
人
が
、
自
分
に
都
合

の
い
い
主
張
ば
か
り
を
言
わ
な

い
で
、
悪
い
点
を
認
め
て
、
相

手
を
尊
重
し
話
し
合
え
れ
ば
、

争
い
事
は
無
く
な
り
、
戦
争
の

な
い
平
和
な
世
界
が
訪
れ
る
の

だ
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ち
ょ
っ
と
い
い
話 

⑤

街
で
出
会
っ
た

街
で
出
会
っ
た


